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三国川ダムでは大雨になりやすい６月１日～９月３０日までの期間を洪水期と呼び、大雨が降っても多
くの水をダムに貯めておけるよう、貯水位（ダムの水位）を下げて運用し、治水の貯水容量１,８００万m3
（２５ｍプール約３６０００個）を確保しています。

下の図は三国川ダム貯水池の年間運用計画です。まとまった雨が降りにくい４月までは平常時最高水
位（標高４２７ｍ）まで水を貯めておき、６月１日の洪水期に向けて貯水位を下げていきます。６月１日～
９月３０日まではまとまった雨が降りやすい時期ですので、貯水位を標高３９９．５ｍ（制限水位）まで下げ
て、大雨が降った際に多くの水をダムに貯められるようダム湖内に空き容量を作ります。１０月１日から
はまとまった雨が降りにくいため貯水位を上げていき、平常時最高水位まで水を貯めておきます。

以上のように、三国川ダムでは１年間を通して水位を一定に保たずに、まとまった雨が降りやすい時期
には水位を下げて大雨に備えておき、まとまった雨が降りにくい時期は水位を高くし、渇水に備えたり、
発電を行ったりしています。水を安全に、かつ無駄なく使うために、ダムの水位を上げ下げしています。
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▼制限水位：EL399.5m

▲常時満水位：EL427.0m
洪水調節容量：18,000(千m3)

洪水調節容量：3,500(千m3)

▼最低水位：EL394.0m

▼サーチャージ水位：EL432.0m

現在のダム湖（洪水期制限水位） 貯水位399.5m ５月連休時のダム湖（平常時最高水位） 貯水位427m

三国川ダム貯水池の年間運用計画

貯水位

洪水時最高水位

平常時最高水位：EL427.0m
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ダムは大雨の時にダム湖に流れ込む水を調節して、下流へ流れる水
量を減らし、洪水を防ぎます。しかし、ダム湖に入る水量に比例して下流
に流す量が増えていきますので、その際は下流の川の水位は少しずつ
上昇します。このときに人が川の中に入っていると流されてしまう可能性
があります。

三国川ダムでは、ダムからの放流により急激に水位が上昇すると思わ
れる場合に、警報やパトロールカーで危険を知らせ、安全を確認できて
から下流に流す水の量を増やします。

大雨が降ってきたときには、川に近づかないでください。また、皆さん
が川の側で遊んでいる際にパトロールの人に声をかけられたり、警報が
鳴った場合は、川から離れるようにしてください！よろしくお願いします。

A：監査廊はダム天端から１００ｍ下のダムの中にあるため、地上の気候に影響されないから、年間を通して１１度位

三国川ダムでは「情報館」と「監査廊」を一般開放し、案内しています。

「情報館」は５月１日から１１月末まで毎日公開しています。情報館では

①周辺ジオラマ②パンフレット③ゲート操作のシミュレーションができる

PCなどがあります。

「監査廊」の一般開放は１回約４０分で行っており、１回あたりの定員は

１4名となっています（注：急な洪水対応時は中止になります）。

監査廊はダム管理所前にあるエレベーターを使って天端から（ダム上部）

１００ｍ降り、監査廊（点検用トンネル）と放流水路のゲート（門）室を担当者が

案内しています。監査廊の開放時間は次の通りです。

平日 １日 ４回 １０時・１１時・１３時３０分・１４時３０分

土・日・祝祭日 １日 ５回 １０時・１１時・１３時・１４時・１５時

Q:監査廊の中は一年間を通して、気温が１１度位です。なぜだか分かりますか？（答えは一番下に書いてあります。）
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